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研究題目 

試行錯誤を繰り返すことで、思いや願いを実現できる児童の育成 

～生活科１年「みずであそぼう」どろだんごづくりの実践を通して～ 

１ 主題設定の理由 

本学級（男子 13 人・女子 15 人）の児童は、休み時間になると一目散に運動場へ出て遊びを楽しんでい

る。なかでも砂場でどろだんごづくりをしている児童が多く、各々がつくりたい形をイメージして、自由

につくっている光景をよく目にした。しかし、上手に形にできなかったり、完成してもすぐに崩れてしま

ったりしていた。一部の児童に話を聞くと「せっかくつくったどろだんごが崩れてしまうのは悲しい」

「ずっと壊れないどろだんごをつくりたい」といった思いがあることが分かった。そこで、「自分の理想

とするどろだんごはあるか」というアンケートを実施したところ、90%以上の児童が「ある」と答えた。

しかし、その理想が実現できていると答えた児童は、20%にも満たなかった。このことから、児童は思い

や願いをもってどろだんごづくりをしているものの、実現には至っていないということが分かった。 

学習指導要領生活編において、生活科の目標は「具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる

見方・考え方を生かし、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力を育成することを目指す」と記

されている。また、生活科における見方・考え方については「身近な生活に関わる見方・考え方であ

り、それは身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい生活に向けて思いや願いを実

現しようとすることであると考えられる」と記されている。そこで、本実践では「春日井版スタートカ

リキュラム」にある幼児期に慣れ親しんだ活動としてどろだんごづくりを行うことにし「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい 10の姿」を意識して進めることにした。そして、さまざまな試行錯誤をさせ、

理想のどろだんごづくりをやり遂げるための活動を通して、思いや願いを実現させるための力を段階的

に身に付けさせたいと考え、本研究主題を設定した。 

 

２ 目指す児童像 

試行錯誤を繰り返し、自分の思いや願いを実現できる児童 

 

３ 研究の仮説と手立て 

（１）研究の仮説 

〔仮説１〕 体験活動を行う前に、どろだんごに対する思いや願いをもたせることで、理想のどろだん

ごへの見通しをもたせることができるだろう。 

〔仮説２〕 体験活動を通して考えたことを振り返ったり、友達と共有する場面を設定したりすること

で、理想のどろだんごに向けて試行錯誤をさせることができるだろう。 

（２）研究の手立てと研究構想図（図１） 

手立ては以下の４つとする。 

➀自分の思いや願いをもつ 

➁体験活動 

➂表現活動 

４ 
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➃再度の体験活動 

また、➁～➃を一連のまとまりとして４回の実践を 

行い、順に水準を上げることで学習の質を高めていく。 

そして、自分たちの思いや願いを込めたどろだんごを 

つくれるようにする。 

〔仮説１〕に対する手立て 

➀自分の思いや願いをもつ 

「理想のどろだんご像を思い描く」 

自分がつくろうと思うどろだんごを考える。どの 

ような思いや願いを込めたかワークシートに記し、  

そのワークシートの記述を基に体験活動を行う。 

〔仮説２〕に対する手立て 

➁体験活動  

「実際につくってみる」 

自分の思いや願いを込めたどろだんごに近づける 

ように、実践ごとにワークシートを用意しておく。 

ワークシートには、土と砂、水の配合を記録してお 

けるようにする。また、活動の始めと途中経過、終 

 わりのどろだんごの色や手触り、匂いなどその他に 

 気付いたことを記録しておけるようにする。 

➂表現活動 

「全体ミーティング」 

➁を終えた後に、どろだんごに込めた思いや願いが近い児童同士でグループになり、うまくいったこ 

と、気付いたこと、うまくいかなかったことについて意見交流を行う。それを基に、次回の活動内容を

明確にイメージさせてから次の体験活動を行う。 

「見て！聞いて！ぼく・わたしのどろだんご」 

実践４回目が終わった後に、自分のどろだんごのアピールポイントを伝える活動をする。 

➃再度の体験活動 

「グループで相談しながらつくる」 

思いや願いを込めたどろだんご像に近づけるように、➂の全体ミーティングで決めておいた土や水 

 の配合、その他細かなところまでを意識しながら体験活動を行うようにする。活動中に試行錯誤して

手を加える児童もいると考えられるので、➁と同様にワークシートを用意しておく。そのワークシート

を基に、再び➂を行う。 

 

４ 研究の実践 

(1) 実践１回目 

実践１回目では、活動場所を砂場とし砂場の砂・水を使った。事前にどろだんごに込める思いや願い 

を考え、イメージをもって実践に臨んだ（資料１）。ここでは、どろだんごをつくる経験をほとんどし 

試行錯誤を繰り返し、 

自分の思いや願いを実現できる児童 

手立て① 自分の思いや願いをもつ 

 

手立て②，④

「体験活動」

手立て③

「表現活動」

【図１】 研究構想図 

全 10時間 
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たことがない児童も、どんなどろだんごにしたいかを考え、実際に砂や

土に触れることで、次はこうしてみたいという思いや願いが生まれる

ことを期待して実践した。 

砂場で活動を行うと、砂場の砂と水でどろだんごを作ろうとする児

童が大半で、休み時間や園での活動を思い出してつくっていた。うま

くつくれずに球の形にならなかった児童のどろだんごは活動の途中に

壊れてしまうことが多く、綺麗な球の形につくることができた児童の

どろだんごも数日経つとサラサラになって壊れてしまい、球の形は残

らなかった(資料２)。  

実践１回目の後の全体ミーティングでは、形をつくること、形を残

すことを目標に「どろだんごが壊れた理由」というテーマで話し合い

を行った。目指しているどろだんご像は一人ひとり違うが「壊れない

どろだんごをつくりたい」という点は共通の思いや願いであった。力

加減や砂の粒の大きさなどについて気付きがあったこともあり、土の

特性について活発に話し合いが行われた。今回壊れた原因を改善する

ために赤土の混ざった土を使うことが話し合いの中で決定し、実践２

回目では材料に土を加えることになった(資料３)。 

(2) 実践２回目 

実践２回目では、砂場の砂・赤土の混ざった土・水を使っ

た。砂場の砂だけの時よりも水の量を増やした児童が多く、

つくったものが壊れにくくなった。砂場の砂だけよりも土を

使用したほうが壊れにくいという結果になった。 

２回目の全体ミーティングでは、思いや願いが近いどろだ

んごごとにグループ化し、実践でうまくいったこと、気付い

たことと、うまくいかなかったことをあげさせた（資料４）。

グループの中には、砂を使うという予想に対して「1 

回目で砂を使ったら割れて上手につくれなかった

よ」という意見が出た。その意見に対して「前に使

った砂では同じになってしまうから、次はもっと

小さい砂を使ってみよう。小さくすれば水を通さ

ないうえに、かたまってさらさらなどろだんごが

つくれるんじゃないか」という意見が出た。その結

果、次の実践では粒子の細かい砂を使うことにな

った（資料５）。 

(3)実践３回目 

実践３回目では、砂場の砂・赤土の混ざった土・運動場の 

砂・ふるい・水を使った。そして前回の全体ミーティングの 

結果から新たに「ふるい」を使ってつくった「さらすな」を 

【資料１】 理想のどろだんご像 

【資料２】壊れたどろだんご 

【資料５】実践２回目の後のワークシート 

【資料３】全体ミーティング 1回目の板書内容 

【資料４】全体ミーティング２回目の板書内容 
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使った。「さらすな」を付けて少し時間をおいた児童からは「触

れると今までの感触とは違う」「かたく、しまっている」などの

気付きがあった（資料６）。 

３回目の全体ミーティングでは、うまくいかなかったことに

比べてうまくいったことが増えた。「さらすな」が効果を発揮し

たからと考えられる。意見交流をする中で、「もっとつるつるに

するには、手じゃなくて道具を使うべき」といった意見があげ

られた。他の児童も板書内容にある通り、磨く

ことによる成果を期待する流れが全体に生ま

れ、磨く道具についても話し合い、児童が自発

的に次の実践に備えた（資料７）。 

(4)実践４回目 

実践４回目では、砂場の砂・赤土の混ざっ 

た土・運動場の砂・ふるい・水・タオル・ガー

ゼ・ハンカチ・ストッキング・歯ブラシ・服（布）

を使い、磨くことに力を入れた（資料８）。前

回の実践までのどろだんごよりも、かたく丸 

いものに仕上がっていたが、道具を使って磨 

く活動を取り入れても今回光沢を出すことはできなかっ

た（資料９）。 

４回目の全体ミーティングでは、上手に磨くことがで

きた道具について話し合った（資料 10）。そして、計４回

の実践を通して完成したどろだんごのアピールポイント

を伝える活動を行った。活動後は、興味のあるどろだんご

に対しての感想を伝え合ったり、質問し合ったりする時 

間を設けた。理由を話す際は、国語科の「わけをはなそ 

う」という単元にある話型を提示し、その話型に沿って話すよう指示 

をした。児童からは「何度も磨いたから、まんまるなどろだんごがつ 

くれた」「砂をたくさんかけたから、割れることがなくなった」など 

の意見があり、思いや願いを込めたどろだんごが実現できたことを喜 

んでいた。 

 

６ 成果と課題 

 (1) 成果 

手立て➀「自分の思いや願いをもつ」ことの成果 

自分がつくろうと思うどろだんごを考える。どのような思いや願 

いを込めたかワークシートに記し、それにより体験活動をする際に 

目指しているどろだんごが明確になった。 

【資料６】ふるいを使ってつくったさらすな

をどろだんごにまぶした児童 

【資料７】３回目全体ミーティングの板書内容 

【資料９】実践４回目の後の 

ワークシートと実物の写真 

【資料８】どろだんごを磨く様子 
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 手立て➁➃「体験活動」の成果 

自分の思いや願いを実現させたいという気持ちを

もって体験活動をすることができた。どろだんごを

初めてつくる児童もおり、実践１回目の際は多くの

児童が思うようにつくれなかったり、思いや願いを

込めたどろだんご像とは程遠いようなものしかつく

れなかったりした。思いや願いをもつことはできて

も、それを実現することの難しさを知り、貴重な失 

敗の経験となった。しかし、実践の回数を重ねるこ 

とでうまくいったことが増え、試してみたいことや前回との比較をして前回よりもよいものをつくろう

とする意欲が高まった。次の表現活動や体験活動につながる大きな成果となった。 

 手立て➂「表現活動」の成果  

～表現活動１回目～ 

砂の特徴に気付き、壊れないどろだんごをつくるためには材料を変更しなければならないという結論

に至った背景には「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」の中の「豊かな感性と表現」が生かさ

れていると考えられる。どうして壊れてしまったのかを話し合うことで、素材の特徴に気付き、壊れない

どろだんごをつくりたいという気持ちが高まっていることが感じ取れた。 

～表現活動２回目～ 

実践１回目を通して砂を使うことに疑問をもっている児童たちは、他の児童の考えに触れることで、自

分と異なる考えがあることに気付いた。また、土だけではなく砂も使ったほうがいいという意見は、これ

までの経験から導き出されたことと考えられる。しかし、砂を使う際の注意点として粒の大きさに触れ

たことは、１回目の全体ミーティングで話し合ったことが生かされたと考えられる。グループ活動を取

り入れたことで、新たな気付きを生み、共通の思いや願いを共に実現しようとする意識を高められた。今

回の全体ミーティングでは、どろだんごの保管方法についての話題もあがり、全体として共通している

願いである「壊れないどろだんご」に近づけようとする姿勢が見られた。 

～表現活動３回目～ 

１・２回目のミーティングの時よりもうまくいったことの意見が多くあがった。自分が思ったことや感

じたことを言語化することが苦手な児童も、上手に表現できる児童の言葉を参考にして発表していた。

どの児童の意見も理想とするどろだんごをつくるために必要な材料となっており、児童もそれに気付い

ていた。また、自分とは理想の異なる友達に対してアドバイスをして、全員で理想のどろだんごをつくり

たいという雰囲気があった。そのため、誰にでもわかりやすいように話し方を工夫したり、他の児童が伝

えようとしていることを理解したいと一生懸命に聞いたりする姿勢が見られた。 

～表現活動４回目～ 

「友達と協力してつくったことで、すごく楽しくどろだんごづくりができた」「グループで話し合った

から、硬いどろだんごができた」といった意見が発表され、協同性が育まれていた。これらの意見に対し

「上手につくれていてすごいと思った。なぜかというと、保管方法をちゃんと考えてお世話をしていた

から」「強そうなどろだんごができていた。それは、たくさん土と砂をつかってとても大きくなっていた

から」といった感想とその理由が伝えられていた。本実践後に行ったアンケートでは、72%の児童が思い

【資料 10】４回目全体ミーティングの板書内容 
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や願いを実現できたと回答していたことから、充実したど

ろだんごづくりができたのだと感じられた（資料 11）。 

実践４回目が終わった後に、自分のどろだんごのことを

友達や教師に話したいという児童がおり「見て！聞いて！

ぼく・わたしのどろだんご」を行った。ここでは国語科との

合科的な指導を取り入れた。実践で学んだことを、国語科の

単元の話型を取り入れて発表を行うことで、児童は相手に

わかりやすく思ったことを伝えようとしていた。自分が発

表したことに対して、感想が理由とともに返ってくること

で達成感を味わったり、他の児童のよさに気付けたりする

ことができ、言葉で表現することの楽しさを感じることができた（資料 12）。 

 手立て➃「再度の体験活動」の成果 

 体験活動と表現活動から学んだことをもとに活動することができた。

失敗の経験から、個の活動だけでは実現不可能なこともあることを学ん

だ。同じ思いや願いをもった仲間と共に試行錯誤を繰り返すことで、新

たな思考を生み出したり、自分にとって現段階でなにが必要なのかを判

断したりする力を身につけることができた。そして、身につけた力を使

い、諦めずに最後までやり遂げることで、思いや願いを込めたどろだん

ごを実現することができた（資料 13）。 

自分でつくったどろだんごについて、うまくいったこと、 

気付いたこと、うまくいかなかったことや、活動を通して感

じたことを言葉で伝え合うことができた。また、自分の思い

や願いの到達点を改めて再確認し、次回の実践に向けて改

善点を自覚することができた。全体ミーティングにおいて

も回数を重ねることで共通の思いや願いをもったグループ

の中で、仲間意識が芽生え、全体で共通の思いや願いの実

現に向けて協力することの大切さを学ぶことにも繋がっ

た。 

 

 (2) 課題 

本研究の実践後に、思いや願いを実現できたかというアン

ケートを実施した。アンケート結果は、23%の児童が実現できなかったと答えた。なぜ実現に至らなか

ったかを聞くと「つるつるにはなったけど、ぴかぴかにはならなかったから」「上手にできたけど、光

らなかったから」などの意見があげられた。実現できなかった児童のほとんどの意見が、光沢について

であった。このことから、光沢に重点を置き、時間をしっかりと確保することや布での磨き方を児童と

共に考えていきたい。 

【資料12】見て！聞いて！ぼく・ 

わたしのどろだんご の様子 

【資料 13】実践４回目の後のワークシート 

【資料 11】アンケート結果 
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